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追憶文

静田均先生をf思びて

岡田賢一

平成3年 (1991)11月24日，静回 均先生は大往生を遂('J勺汁e7こ。明治35年 (1903)

1月27日のお生まれであったから，享年は89年と10カ月とい :j とになるロ昭和55年

(1980) 1月7日に突然に倒れられて京大病院に入院加療 以後ご自宅で静養に努めら

れた。数年後再び病に見舞われて重態を伝えられたが，持、，Hされて入院生活をつづけ

られた。前後実に11年間に及ぶご闘病の生活であった。第一線からこ退憾の先生にとっ

て唯一の楽しみであった読書や会話をすら妨げた身体的な不11当さと世俗的な煩わしさ

から， もはや完全に超脱された意味において， ま士その長洲 l問に~[るど遺族の， とりわ

け先生と同居されていたご長男夫妻の看護のご苦労を見聞き してきた者の印象として，

わたくしは先生の死を大往生と感得するのである。

ご法名寿光院京誉均照居士は，まさしく先との真髄を J:<あらわし得て

妙というべきである。河上 肇に師事され，いまはその師のl民主れる裕東の名刺法然院

に永眠されている先生のご冥福を祈りつつ，かつは高橋教の追憶文との重複を避けつ

つ，ここに先生の横顔を偲ぶことにしたい。

先生の厳父は日露戦争の停戦協定の成立した日， 明治38:"ド (905) :1月10日に戦死さ

れた軍人であり，戦前の小学校唱歌の『橘中佐』と陸軍土古学校が周期だったと聞いて

いる。従って先生は厳父の顔を写真以外では知らないと， '.;1:;.れていた。このために先生

の養育は専ら母堂の手に託された模様である。ゆえに母堂に l独れずに先生を語ることは

できないであろう。昭和39年(1964) 秋 92歳で亡くなら恥.~:母堂に対する先生の対応

は，戦前の『修身』科の権化ともいうべきものであった。 Z れは私ど品から見ても文字

通り「母を敬愛して己まず。」と受取れたし， 先生のご生一荷li&を付度して，充分に領け

るものでもあった。母堂には北白川のお宅に先生を訪ねた機会に数回お目にかかって，

お話も伺った。小柄で随分のお年齢であった筈なのに， 典主I11拘な明治の気丈な賢夫人た

る面影とともに， なぜかわたくしには懐かしきを覚える慈伎を備えておられたように思

われた。 r栄さんのことを思えば，均は勉強が足りませんJ】司l とわた〈しに話された
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言葉がいまも耳に残っている。「栄さん!とはわが国の民法学の権威我妻栄東大教授

のことである。我妻家と静旧家とは周郷 r'阿先主の母堂が泥懇の間柄と聴く。先生の学

究への道はこの我妻栄と，母堂の従兄'(， 内jji提唱桑原と京大東洋史学を背負った近世

中国史の碩学矢野仁一・の影響によるもののようであった。終始，母堂に仕えられた先生

の生き態が，好悪を越えて私ども研究~t~"に強烈なインパクトを与えたことは否めない。

研究者としての静目先生は，ご多分に illlれず謹厳正確で，記憶力の旺盛なことは当時

若年の私ども院生を迄かに凌ぐものがあった。夜はかなり早〈就寝され，夜半の3時す

ぎから起きて研究に取り掛かられたよ..，~ある。

先生は，マノレタス経済学の理論研究也 f守に学説史研究の視座から行うのが当初の目

標であった。だが「現実は， 自分の希望溜りの講義科目が担当できるものではな1..'0 J 

といわれていたように.法政大学での I1品業政策J，京城帝国大学での「経済政策J，そ

して京都帝国大学から旧制・新制の京都大学での[工業経済論」と， 学説史研究とは懸

け離れた経済政策分野の産業現状分析を lとする科目系列を担当されてきた。けれども

そのそれぞれの著述の行聞に，厳密鋭利な学説史研究的な展開を随所に見受けることが

できるのは，先生の研究特性の然らしめ之ところであろうか。そして京都大学を停年ご

退官の後も，名古屋市立大学と名抜大学に l河係されたが， 京都大学時代からの独占研究

を契機として帝国主義論の体系的研究を企聞きれ 名古屋時代も引き続いて学究活動を

推し進められた。その時期には，すでに終消論議その他に発表されたホプソン， カウツ

キー，ヒノレアァーディング， レーニ'/， ;:/:;;1-ムベーター， エトレイチ 等の帝国主義に

関する所説の批判的分析に続いて， 定壬済問11白からのみの帝国主義分析のもの足りなさを

克服すベ<， 政治的要素をも包摂したlIf円引2義論の構築を意図されていたようであっ

たu 敢えて断定を避けたのは， 冒頭に触>1，ように!具体的な著述を発表されないまま

病尿に臥せられたからである。またその先 'tの研究宮、図をおこがましくもここに披歴す

るのは，伏見万帖敷町の先生のご自宅が.，[， ，主の勤務先の研究室と比較的近接していたこ

とから，書籍資料のご注文や清算の取次 i'~ 1' '.:'t::' 依頼され，そのことを介してお会いして所

見を飼う機会が比較的に多かったからであ山殺すに二三年をもってすれば「静田帝国

主義論」ともいうべきものが期待己きたであろっ。いまも手もとに残っている昭和48年

当時の先生の， あの独特の癖のある達筆で丹念に記された数十冊にのぼる書籍注文書を

眺めながら， そしてまた静田研究室の O日研究会での講演，それは昭和52年7月27日に
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京は出町の鴨川辺りにある御車会館で催されたのだが，そのぬ音を再生しながら， 一入

の感慨を禁じ得ないのである。

指導教官としての先生の印象は次のようであ勺た。われわれlの研究は双人の自由に委

ねられ， しかも必要な措置やアドバイスを適時に与えて， そり成果には大きな関心を寄

せられた指噂ぶりは驚嘆に値するものであった。その事例として私事に迂って恐縮では

あるが，わたくし個人の場合を紹介してみたい。

昭和21年春，京都帝国大学の入学式は時計台のある本部のいー惜の大講堂でおこなわれ

た。入学生は.各学部長の前で宣誓簿に墨筆で署名した。Il，i;t"hば， その年の 2月に経

済学部再建の重責を担われた先生にとっては，学部長に就任15れた最初の入学式だった

ことになるQ 礼服iこ身を固められ端正秀麗な面差しにキヲ ~I :1: :~;る眼鏡ごしの深みのあ

る瞳を意識しつつ署名したのが，わたくしと先生とのお出会l川、の始まりであ勺た。そし

て昭和24年 3月，学部卒業で帰郷し， 内定していた滋賀県の31紡績会社1:入社するため

に京都駅に向かう市電で先生と乗り合わせた。不況の年の2F宍生の就職状況を気にされ

ていたのか，先生から問い掛けられた。某紡績会社への内定~，~缶庁ると， 同社の労務管

理の前近代性の実状を説明されて充分に注意するようにとの;;~:~切なご教導は印象深かっ

た。果たせるかなわたくしは帰郷と同時に会社から一方的に併用取消の通知書を受取っ

た。先生との私的な出会いはこのようであった。同社は， ~t:.U 後， 人権騒動として社会

的に注目を集めた労働問題を惹きおこして一躍有名になった」そして昭和25年春， これ

をご縁として私は先生の門を叩き，旧制の大学院に籍を置<:.:とができj、このである。

わたくしが選んだテーマに必要な海外の具体的経済事情に閃する書籍資料などは， 現

在は知らず，昭和25年頃の学部書庫には殆どなかった。このよとについと先生は早速に

神戸大学の藤井茂先生に連絡を取られ，当該資料の有無をi=nt"，.めて q 貸出しの依頼状
と紹介状をしたためて渡された。わたくしはそれを持って藤井先生を訪ね， 無事に資料

を借り出すことができた。往時の神戸商業大学の教官食堂でんL~t後に指しておられた将

棋の決着がつくまで，小一時間待たされたことが懐かしく思し、出される。

拙稿処女論文については印象深いことがあった。経済学部 4階の先生日研究室で，個

別に数回の研究報告をおこなった後， 経済論叢に掲載するとよいと思うので原稿を仕上

げるようにと命じられた。わたくしなりに必死に書きょげてl出出した原稿は，数日後に

朱に染まって戻された。そして読み直してみれば実に流暢で分かり易<， 自分自身の思
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考が自分が書〈以上に適切正確に表現されい吾のである。文章表現にはいささか自信

のあったわた〈しは衝撃を受けると同時に l 改めて研究論文の文章表現の重要性を教え

られたのである。思えぼとのように親切でijいき届いた指導は，わた〈しにとって感激と

同時に驚樗でもあった。このときの原稿1:1:1，1在も大切1，:こ保存している。その後教壇に立
つようになって， わた〈しは先生の真似合iElfけるよう lこなった。 r機会教育」というこ

とがあるc 適切な教育指導を間髪を入れずに述[切な機会におこなうことであるが，わた

くしに限らず， 門下生やゼミナーノレ生に対 fるそのどの先生の時宜を得た，しかも当人

の成長を促す人間味溢れる批判やアドパイパi主， まさしく「絶妙」の一語に尽きるとい

っても過言ではなかった。

学者として，研究者として， そしてまた教育者としての先生の面影はこのようなもの

であった。わたくしはそこに地味で，世間以1;名戸に情i売で， しかも自らの信条には厳正

忠実なお人柄の輝きを見ることができたと li!~ ， ..~ている ο

先生はまた思い掛けない意外な趣味を持たれていた。先代吉右衛門の「地震加藤』や

六代目菊五郎の『保名』の見所の話などを守|ったこと込あったし， お好きだった囲碁は

今は亡き真藤素一君〔名古屋市立大学教授)が専らのお相手であった。

先生については，学部再建時の苦労話や誕百I:t そして勲二等旭日重光章叙勲の時の思

い出など，まだまだ語るべきことは多いが割~~:せざるセ得ない。ただ最後に，心寂しく

ご自宅で病臥静養されていた頃，訪ねる人も数少ない中に， 出口勇蔵先生のおりおりの

ご来訪をなにより懐かし〈有難〈思ってお，:)*1刈 つねゴね温かいご友情に感激されてい
たことを申し添えて摘筆したい。

ここに改めてご冥福をお祈りしつつ } 

(平成4年B月31日〉


